
  





VI 検査情報 

VI 検 査 情 報 

１．ウイルス検査情報（大阪府・大阪市・堺市） 

2023 年 1 月から 12 月の間に大阪健康安全基盤研究所微生物部ウイルス課、堺市衛生研究所微生

物グループにおいて検査を行った検体総数は 1591 件であり、2022 年の 575 件から 176.7％増加

した。2023 年のウイルス検出総数（重複を含む）は 788 例で、2022 年の 244 例に比べて 223.0％

増加し、陽性率は 2022 年の 40.7％から 47.7％に増加した。  

1）2023 年検出ウイルス 

（1）月別ウイルス検出数（表１） 

年間で最も多く検出されたウイルスはインフルエンザウイルスの 303 例、次いでエンテロウイル

ス 84 例、アデノウイルス 78 例、ライノウイルス 58 例で、RS ウイルス 47 例、エムポックスウ

イルス 43 例、ノロウイルス 32 例、サポウイルス 18 例、ヒトメタニューモウイルス 18 例、水痘

帯状疱疹ウイルス 16 例、デングウイルス 15 例、ヘルペスウイルス 14 例、パレコウイルス 12 例、

ヒトボカウイルス 10 例、パラインフルエンザウイルス 10 例、アストロウイルス 9 例、コロナウ

イルス 7 例、麻しんウイルス 6 例、ロタウイルス 4 例、E 型肝炎ウイルス 3 例、A 型肝炎ウイルス

1 例の順であった（表 1）。 

月別のウイルス検出数では、10 月が 101 例と最も多く、次いで 11 月 96 例、9 月 84 例、6 月

78 例、12 月 70 例の順であった。1 月、2 月、9 月、10 月、11 月および 12 月はインフルエンザ

ウイルスの検出数が最も多かった。3 月および 5 月はエムポックスウイルスが最も多く、4 月はラ

イノウイルスが最も多かった。6 月および 7 月はエンテロウイルスが最も多く、8 月はアデノウイ

ルスが最も多かった。 

インフルエンザウイルスは年間を

通して検出され、11 月に 64 例と最

も多く、次いで 10 月および 12 月に

58 例であった（図 1）。型別の検出数

は、AH3 亜型が 198 例と最も多く、

AH1pdm09 が 97 例、B ビクトリア

系統が 5 例であった。 
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エンテロウイルスは 1 月および 4 月

から 12 月に検出され、6 月に 24 例と

最も多く、次いで 9 月に 18 例、7 月に

16 例であった。型別では、コクサッキ

ーウイルス A2 型が 20 例と最も多く、

次いで多かったのはコクサッキーウイ

ルス A10 の 18 例、コクサッキーウイル

ス B5 の 15 例であった（図 2）。

アデノウイルスは 1 月および 3 月か

ら 12 月に検出され、9 月に 19 例と最

も多く、次いで 11 月に 15 例、10 月に

10 例であった。型別の検出数は、3 型が

36 例と最も多く、次いで 54 型が 14 例、

2 型が 9 例であった（図 3）。 

ライノウイルスは年間を通して検出

され、4 月および 6 月に各 9 例と最も多

く、次いで 5 月に 8 例、3 月に 7 例であ

った（図 4）。 

ＲＳウイルスは 2 月から 11 月に検出

され、6 月が 10 例と最も多く、次いで

4 月に 8 例、3 月、5 月および 7 月に各

6 例であった。型別では、A 型が 13 例、

B 型が 31 例検出された（図 5）。 

エムポックスウイルスは 3 月、5 月、

6 月、10 月、11 月に検出され、3 月に

19 例と最も多く、次いで 5 月に 10 例、

6 月 8 例であった。 

ノロウイルスは 1 月から 6 月、１１

月、12 月に検出され、2 月が 9 例と最

も多く、次いで 1 月に 6 例、4 月、5 月

および 6 月に各 4 例であった。検出さ

れた 32 例すべてが遺伝子群Ｇ2 であった。 

サポウイルスは 1 月、5 月、6 月、9 月から 12 月に検出され、10 月に 6 例と最も多く、次いで

11 月に 4 例、1 月に 3 例であった。 
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  目

IMP
Klebsiella pneumoniae 55 18 4 (GES) 33
Klebsiella aerogenes 43 1 (NDM) 42
Enterobacter cloacae complex 38 2 1 (IMI) 35
Escherichia coli 18 3 5 (NDM,OXA-48) 10
Citrobacter spp. 5 2 0 3
Serratia marcescens 4 0 4
Providencia spp. 2 1 0 1

Klebsiella oxytoca 1 0 1
166 26 11 129
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表 7 劇症型溶⾎性レンサ球菌感染症例 2023 年 近畿地区 

年齢 性別 発症日 発生区域 診断名 菌種 血清群 血清型 emm 型 毒素型 転帰

1 90 M 2023/1/5 大阪府 重症G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG6792.3

2 67 M 2023/1/12 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A TB3264 emm89.0 speB, speC

3 51 F 2023/1/18 大阪府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T9 emm9.0 speB

4 95 F 2023/1 大阪府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG485.0

5 84 F 2023/2/2 兵庫県 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG6792.3

6 84 M 2023/2/5 奈良県 重症B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B   V

7 83 M 2023/2/9 奈良県 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG840.0

8 79 M 2023/2/9 兵庫県 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG2574.3

9 71 M 2023/2/20 大阪府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stC74a.0

10 90 M 2023 大阪府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG485.0

11 75 M 2023 大阪府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG6792.3

12 92 F 2023/3/1 大阪府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stC10.0

13 70 F 2023/3/6 大阪府 重症B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B IX

14 72 F 2023/3/15 京都府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stC36.0 死亡

15 80 M 2023/3/24 京都府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG245.0

16 54 M 2023/3/24 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A TB3264 emm89.0 speB, speC 死亡

17 89 M 2023/3/30 大阪府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG6792.3 死亡

18 87 F 2023 大阪府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG6792.3

19 59 F 2023/4/3 大阪府 重症C群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis C stC6979.0 死亡

20 53 M 2023/4/9 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T1 emm1.0 speA, speB, speC

21 79 F 2023/4/13 奈良県 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B   V

22 85 M 2023/4/15 兵庫県 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B V

23 69 M 2023/4/28 大阪府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG840.0

24 90 M 2023/4/30 奈良県 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B   Ib

25 46 M 2023 兵庫県 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B V

26 63 M 2023/5/3 京都府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG485.0

27 85 F 2023/5/21 兵庫県 重症G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG840.0

28 0M M 2023/5/24 兵庫県 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B Ia

29 79 M 2023/5/29 京都市 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B Ib

30 56 M 2023/5/31 兵庫県 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG6792.3

31 74 M 2023/6/4 兵庫県 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stC36.0

32 91 F 2023/6/10 兵庫県 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B Ib

33 57 F 2023/6/12 奈良県 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B   Ia

34 50 F 2023/6/14 京都府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T1 emm1.0 speA, speB, speC

35 45 M 2023/6/18 京都府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG2078.0

36 76 F 2023/6/23 兵庫県 重症G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG245.0

37 79 M 2023/6/25 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T-UT emm91.0 speB

38 63 F 2023/6/26 大阪府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T-UT emm112.2 speB

39 72 M 2023/7/1 奈良県 重症B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B   Ib

40 65 M 2023/7/3 大阪府 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B Ib

41 80 F 2023/7/5 兵庫県 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B II

42 49 M 2023/7/5 京都府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stC1400.0 死亡

43 86 F 2023/7/6 京都府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG485.0 死亡

44 73 F 2023/7/9 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T-UT UT speB

45 68 F 2023/7/25 京都府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG840.0

46 96 F 2023/8/9 兵庫県 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG840.0

47 48 F 2023/8/13 奈良県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A   T1 emm1.0 speA, speB, speC

48 67 M 2023/8/28 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T1 emm1.0 speA, speB, speC

49 65 F 2023/8/30 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T1 emm1.0 speA, speB, speC

50 90 M 2023/8 大阪府 劇症型B群レンサ球菌感染症 S. agalactiae B II
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51 42 F 2023/9/26 京都府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T12 emm12.0 speB, speC

52 44 F 2023/9 大阪府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T-UT emm89.0 speB, speC

53 86 M 2023/10/18 大阪府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG6792.3

54 90 F 2023/10/25 大阪府 劇症型F群レンサ球菌感染症 S. anginosus F

55 55 M 2023/10 大阪府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T-UT emm89.0 speB

56 65 M 2023/10/8 京都府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T1 emm1.0 speB 死亡

57 32 F 2023/10/10 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T1 emm1.0 speA, speB 死亡

58 58 F 2023/10/16 京都府 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG245.9 死亡

59 51 M 2023/11/4 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T1 emm1.0 speB

60 87 F 2023/11/7 和歌山県 劇症型G群レンサ球菌感染症 S. dysgalactiae subsp. equisimilis G stG652.1

61 58 M 2023/11/11 和歌山県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A TB3264 emm89.0 speB, speC 死亡

62 77 M 2023/11/19 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T1 emm1.0 speA, speB, speC

63 40 F 2023/11/13 大阪府 重症A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A TB3264 emm89.0 speB

64 76 M 2023/11/18 京都府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T1 emm1.0 speA, speB, speC

65 37 F 2023/11/19 大阪府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A TB3264 emm89.0 speB

66 57 F 2023/11/19 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T-UT emm49.11 speB

67 84 M 2023/12/1 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T12 emm12.0 speB 死亡

68 68 F 2023/12/5 大阪府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T12 emm12.0 speB, speC

69 95 F 2023/12/6 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A TB3264 emm89.0 speB

70 34 F 2023/12/14 大阪府 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A TB3264 emm89.0 speB, speC

71 93 M 2023/12/16 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T-UT emm81.0 speB

72 9 F 2023/12/19 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T1 emm1.0 speA, speB, speC

73 49 M 2023/12/23 和歌山県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T12 emm12.0 speB

74 41 F 2023/12 兵庫県 劇症型A群レンサ球菌感染症 S. pyogenes A T12 emm12.0 speB
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